
13 創刊最初期『東亜新報』の紙面と論調――天津租界封鎖問題をめぐって

創
刊
最
初
期
『
東
亜
新
報
』
の
紙
面
と
論
調
―
―
天
津
租
界
封
鎖
問
題
を
め
ぐ
っ
て

�

神
谷
　
昌
史

抄
録
：

　
『
東
亜
新
報
』
は
一
九
三
九
年
か
ら
一
九
四
五
年
の
日
本
の
敗
戦
ま
で
、
中
国
の
北
京
や
天
津
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
華
北
」「
北
支
」
地
域
で
発
行
さ
れ
て
い
た
日
本
語
新
聞
で
あ
る
。

本
稿
で
は
創
刊
当
初
の
同
紙
の
紙
面
構
成
を
み
た
う
え
で
、
創
刊
時
に
非
常
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
天
津
租
界
封
鎖
問
題
や
、
そ
れ
に
関
連
し
て
高
ま
っ
て
い
た
反
英
報
道
を

検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
東
亜
新
報
、
高
木
健
夫
、
国
策
新
聞
、
日
英
関
係
、
東
亜
新
秩
序

　
　
一

　
『
東
亜
新
報
』（
１
）
は
一
九
三
九
年
か
ら
一
九
四
五
年
の
日
本
の
敗
戦
ま
で
、
中
国
の

北
京
や
天
津
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
華
北
」「
北
支
」
地
域
で
発
行
さ
れ
て
い
た
日
本
語

新
聞
で
あ
る
。
同
紙
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
発
表
し
て
き
た
論
稿
で
明
ら
か
に
し
て
き
た

こ
と
を
含
め
、
は
じ
め
に
『
東
亜
新
報
』
に
関
す
る
基
礎
的
な
事
項
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。

　
『
東
亜
新
報
』
の
発
行
元
で
あ
る
東
亜
新
報
社
は
、
華
北
で
発
行
さ
れ
て
い
た
日
本

語
新
聞
を
統
合
す
る
た
め
北
京
新
聞
等
を
買
収
し
て
一
九
三
九
年
六
月
に
設
立
さ
れ
て

い
る
。
実
際
に
『
東
亜
新
報
』
が
創
刊
さ
れ
た
の
は
会
社
設
立
の
翌
月
で
あ
り
、

一
九
三
九
年
七
月
二
日
（
日
曜
日
）
付
で
発
行
さ
れ
て
い
る
、
当
時
の
夕
刊
は
翌
日
付

で
発
行
さ
れ
て
お
り
、
一
九
三
九
年
七
月
二
日
付
夕
刊
が
実
際
に
発
行
さ
れ
て
い
る
の

は
七
月
一
日
で
あ
る
。

　

基
本
的
に
朝
刊
八
ペ
ー
ジ
、
夕
刊
四
ペ
ー
ジ
、
月
曜
付
の
夕
刊
は
発
行
さ
れ
て
い
な

い
。
紙
面
の
構
成
は
大
掴
み
に
言
う
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
定
型
で
あ
る
。
朝
刊
一
面
・

政
治
・
国
際
、
論
説
（
社
説
欄
）、
二
面
・
北
京
や
天
津
を
中
心
と
し
た
華
北
ニ
ュ
ー
ス
、

「
巷
の
弾
道
」（
読
者
投
稿
欄
）、
三
面
・「
陣
中
新
聞
」、
四
面
・
文
藝
・
文
化
・
学
術
、

連
載
小
説
（
創
刊
直
後
は
橘
外
男
「
翹
望
」）、
五
面
・
家
庭
・
医
学
、
六
面
・
健
康
、

コ
ラ
ム
、
ラ
ジ
オ
欄
、
囲
碁
棋
譜
、
七
面
・
社
会
、
八
面
・
経
済
、
連
載
小
説
（「
清

末
お
役
人
物
語
」
＝
「
官
場
現
形
記
」
の
翻
訳
）、
夕
刊
一
面
・
政
治
・
国
際
、
二
面
・

華
北
ニ
ュ
ー
ス
、
三
面
・
戦
況
、
将
棋
棋
譜
、
連
載
小
説
（
中
川
雨
之
助
「
元
禄
侠
歌
」）、

四
面
・
経
済
。

　

他
の
新
聞
の
紙
面
構
成
と
比
べ
て
、
こ
と
さ
ら
大
き
な
違
い
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
華
北
と
い
う
占
領
地
域
で
現
地
に
住
ま
う
日
本
人
向
け
に
発
行
さ
れ
て
い
た
「
国

策
新
聞
」
ら
し
く
、
現
地
の
ニ
ュ
ー
ス
が
非
常
に
豊
富
で
あ
る
。
ま
た
創
刊
当
初
か
ら

戦
局
が
非
常
に
悪
化
す
る
ま
で
、
文
藝
文
化
な
ど
に
関
す
る
記
事
が
多
い
の
も
特
色
で

あ
る
。
そ
の
文
藝
文
化
記
事
で
あ
る
が
、
創
刊
間
も
な
い
時
期
に
は
そ
う
で
も
な
い
が
、

や
が
て
現
地
の
書
き
手
が
多
く
登
用
さ
れ
る
の
も
目
を
惹
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
書

き
手
に
は
『
東
亜
新
報
』
社
員
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
日
本
在
住
の
作
家
や
華
北
を

訪
れ
た
書
き
手
に
依
頼
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
地
域
の
文
藝
文
化
を
育
も
う
と
い
う
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意
図
が
み
ら
れ
る
。

　

以
下
で
は
創
刊
当
初
、
現
地
の
み
で
な
く
日
本
国
内
等
に
お
い
て
も
非
常
に
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
た
天
津
租
界
封
鎖
問
題
や
、
そ
れ
に
関
連
し
て
高
ま
っ
て
い
た
反
英

運
動
・
言
説
に
つ
い
て
『
東
亜
新
報
』
が
ど
の
よ
う
に
報
道
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
。

　
註

（
１
）『
東
亜
新
報
』
に
関
連
す
る
拙
稿
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
神
谷
昌
史
「『
東
亜
新
報
』

研
究
の
た
め
の
お
ぼ
え
が
き
―
創
刊
期
を
中
心
に
」『
滋
賀
文
教
短
期
大
学
紀
要
』
第
一
八
号
、

二
〇
一
六
年
三
月
、
②
戸
塚
麻
子
・
神
谷
昌
史
「
高
木
健
夫
『
北
京
百
景
』
―
『
東
亜
新
報
』

掲
載
時
に
お
け
る
題
目
一
覧
」『
滋
賀
文
教
短
期
大
学
紀
要
』
第
一
九
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
、

③
戸
塚
麻
子
・
神
谷
昌
史
「『
東
亜
新
報
』
の
編
集
局
・
論
説
委
員
に
つ
い
て

―
『
東
亜
新
報
』

研
究
の
た
め
の
お
ぼ
え
が
き
」『
常
葉
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
三
九
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
、

④
神
谷
昌
史
「『
東
亜
新
報
』
編
集
局
の
人
々

付
『
東
亜
新
報
』「
論
説
」
題
目
一
覧
（1941

年
１
月
１
日
―1942

年
12
月
31
日
）」『
滋
賀
文
教
短
期
大
学
紀
要
』
第
二
一
号
、
二
〇
一
九

年
三
月
、
⑤
神
谷
昌
史
「『『
東
亜
新
報
』
関
係
資
料
集
―
日
本
占
領
下
華
北
の
日
本
語
新
聞

と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
』
解
題
」『『
東
亜
新
報
』
関
係
資
料
集

―
日
本
占
領
下
華
北
の
日
本
語

新
聞
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

別
巻
』
金
沢
文
圃
閣
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
。

　
　
二

　

先
に
み
た
通
り
、『
東
亜
新
報
』
は
一
九
三
九
年
七
月
に
創
刊
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

直
前
に
発
生
し
た
「
北
支
」
に
お
け
る
大
き
な
事
件
が
天
津
租
界
封
鎖
問
題
で
あ
る
（
１
）。

同
年
四
月
九
日
、
中
国
聯
合
準
備
銀
行
の
天
津
支
行
経
理
で
あ
り
、
新
た
に
海
関
監
督

に
任
命
さ
れ
た
程
錫
庚
が
天
津
で
暗
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。
中
国
聯
合

準
備
銀
行
は
中
華
民
国
臨
時
政
府
の
発
券
銀
行
で
あ
り
、
程
錫
庚
は
親
日
派
と
目
さ
れ

て
い
た
。
程
錫
庚
暗
殺
事
件
の
中
国
人
容
疑
者
達
は
天
津
の
イ
ギ
リ
ス
租
界
に
住
ん
で

い
た
が
、
こ
の
容
疑
者
達
の
身
柄
の
日
本
側
へ
の
引
き
渡
し
を
イ
ギ
リ
ス
租
界
当
局
が

拒
否
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
、
六
月
一
四
日
に
北
支
那
方
面
軍
が
天
津
英
仏
租
界

と
外
部
と
の
交
通
・
物
流
を
制
限
し
検
問
を
実
施
す
る
に
至
っ
た
の
が
天
津
租
界
封
鎖

問
題
で
あ
る
。

　

臼
井
勝
美
は
「
英
国
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
内
閣
の
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
外
相
は
、
日
本
に
た

い
し
厳
重
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
事
件
解
決
の
た
め
の
交
渉
を
東
京
で
行
う
こ
と
を

ク
レ
ー
ギ
ー
大
使
を
通
じ
て
有
田
外
相
に
申
入
れ
、
七
月
一
五
日
、
第
一
回
会
談
が
開

始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
会
談
前
後
東
京
は
ま
さ
に
激
烈
な
排
英
運
動
の
渦
中
に
あ
っ

た
」
と
述
べ
て
お
り
（
２
）、
ま
た
玉
井
清
も
「
租
界
封
鎖
以
後
、
会
談
の
前
後
を
通
じ
、

現
地
天
津
は
も
と
よ
り
国
内
各
地
に
お
い
て
激
し
い
反
英
運
動
が
高
揚
す
る
こ
と
に
な
っ

た
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
（
３
）、『
東
亜
新
報
』
が
創
刊
さ
れ
た
一
九
三
九
年
七
月
に

は
「
激
し
い
反
英
運
動
」「
激
烈
な
排
英
運
動
」
が
燃
え
盛
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
臼
井

や
玉
井
が
言
う
よ
う
に
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
、『
東
亜
新
報
』

が
発
行
さ
れ
て
い
た
華
北
の
日
本
人
社
会
も
同
様
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
報
道
の
さ
れ
方

を
み
る
と
、
こ
の
事
件
が
発
生
し
た
舞
台
で
あ
る
華
北
で
は
日
本
国
内
以
上
に
報
道
は

熱
を
帯
び
て
い
た
。

　
『
東
亜
新
報
』
創
刊
号
で
あ
る
七
月
二
日
夕
刊
を
み
る
と
、
さ
す
が
に
一
面
は
祝
辞

や
社
長
徳
光
衣
城
の
挨
拶
な
ど
新
し
い
新
聞
の
門
出
を
祝
う
記
事
が
並
ん
で
い
る
も
の

の
、
二
面
に
は
〈
検
問
検
索
を
強
化　

東
京
交
渉
に
は
お
構
ひ
な
く　

現
地
当
局
け
ふ

か
ら
実
施
〉（
４
）
と
七
月
一
日
か
ら
検
問
が
強
化
さ
れ
る
と
い
う
記
事
が
詳
細
な
内
容

で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
続
く
七
月
二
日
朝
刊
一
面
は
、
題
字
真
横
の
最
も
目
立
つ
箇
所

に
〈
創
刊
の
辞
〉
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
〈
反
英
運
動
愈
よ
熾
烈　

天

津
に
最
高
委
員
会
を
設
け　

陣
営
を
統
一
強
化
〉〈
英
に
反
省
の
色
な
し　

数
々
の
非

紳
士
的
事
実
〉〈
日
英
租
界
会
談　

東
京
で
六
七
日
頃
開
く
〉〈
成
果
は
期
待
で
き
ぬ
（
田

中
領
事
語
る
）〉〈
東
京
の
華
僑
も
起
つ
〉〈
東
京
会
談　

失
敗
に
終
る
か　

解
決
目
標

に
大
き
な
食
違
ひ　

第
三
国
人
の
観
測
〉
と
い
う
よ
う
に
一
面
は
〈
創
刊
の
辞
〉
以
外

の
ほ
と
ん
ど
が
天
津
租
界
問
題
関
係
の
記
事
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

　

翌
七
月
三
日
か
ら
は
朝
刊
一
面
に
「
論
説
」
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は

い
わ
ゆ
る
社
説
欄
で
あ
る
（
原
則
無
署
名
）。
あ
る
時
期
以
降
は
高
木
健
夫
と
高
木
富
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五
郎
の
ふ
た
り
が
論
説
委
員
と
し
て
執
筆
を
担
当
し
た
こ
と
が
様
々
な
資
料
か
ら
わ
か

る
の
だ
が
（
５
）、
創
刊
時
か
ら
在
籍
し
て
い
た
高
木
健
夫
に
対
し
、
高
木
富
五
郎
の
入

社
は
一
九
四
一
年
一
二
月
で
あ
る
た
め
、
創
刊
か
ら
二
年
半
は
論
説
委
員
の
肩
書
を

持
っ
て
い
た
の
は
高
木
健
夫
だ
け
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
創
刊
直
後
は
編
集
局

長
と
し
て
社
長
の
徳
光
衣
城
、
編
集
局
総
務
と
し
て
佐
々
木
金
之
助
・
高
木
健
夫
・
石

川
輝
と
な
っ
て
お
り
（
６
）、
高
木
健
夫
が
す
べ
て
の
論
説
を
執
筆
し
て
い
た
の
か
ど
う

か
は
定
か
で
は
な
い
。

　

七
月
三
日
の
〈【
論
説
】
イ
ギ
リ
ス
勢
力
駆
逐
策
を
総
動
員
す
べ
し
〉
は
次
の
よ
う

な
内
容
で
あ
る
。
日
本
は
「
国
家
総
力
を
あ
げ
て
事
変
の
処
理
に
当
り
東
亜
の
新
秩
序

建
設
の
大
業
を
進
め
」
て
お
り
、
ま
た
「
新
支
那
の
新
民
衆
」
も
「
翕
然
と
し
て
こ
れ

に
協
力
し
て
ゐ
る
」。
そ
れ
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
事
実
を
「
故
意
に
偽
り
」、「
阿
片

戦
争
以
来
の
旧
観
念
に
敵
対
し
、
抵
抗
し
」
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
は
「
わ
が
東
洋
及
び
東

洋
人
の
公
敵
で
あ
る
」。「
東
洋
に
あ
る
わ
が
日
本
人
は
、
大
陸
の
幸
福
と
平
和
の
た
め

に
」「
公
敵
で
あ
る
」「
イ
ギ
リ
ス
勢
力
の
掃
滅
を
期
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
「
イ
ギ
リ
ス
勢
力
を
代
表
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
、
わ
れ
ら
の
生
活
部

門
か
ら
閉
め
出
す
こ
と
が
先
づ
必
要
で
あ
る
」。
具
体
的
に
は
英
語
や
イ
ギ
リ
ス
の
煙

草
・
洋
服
な
ど
で
あ
る
。「
日
常
の
言
葉
に
、
英
語
を
し
や
べ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
わ

れ
わ
れ
の
生
活
が
欧
米
の
搾
取
の
踏
み
台
に
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
り
、
白
色
人
種
優

越
感
の
承
認
印
を
捺
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
」。
こ
の
よ
う
に
述
べ
、「
あ
ら
ゆ
る
手
近

な
方
法
を
動
員
し
て
、
大
陸
の
敵
を
駆
逐
す
る
こ
と
は
、
国
策
第
一
線
の
現
地
に
あ
る

日
本
人
の
聖
な
る
義
務
で
あ
る
」
と
論
説
は
締
め
く
く
ら
れ
る
。

　

こ
の
論
説
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
紙
の
天
津
租
界
封
鎖
問
題
、
さ
ら
に

は
イ
ギ
リ
ス
の
中
国
・
東
洋
諸
国
に
対
す
る
支
配
的
態
度
に
つ
い
て
の
『
東
亜
新
報
』

の
ス
タ
ン
ス
は
、
帝
国
主
義
的
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
や
侵
略
の
既
成
事
実
を
非
難
し
、
日
中

が
提
携
す
る
こ
と
に
よ
り
「
旧
観
念
」
を
駆
逐
し
ア
ジ
ア
人
の
ア
ジ
ア
を
取
戻
そ
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
が
こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
な
か
で
行
っ
て
き
た
こ
と
を
非
難
し
、
現
状
も
同

様
で
あ
る
と
し
て
政
治
的
に
も
道
義
的
に
も
批
判
す
る
と
い
う
記
事
は
多
く
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
〈
東
亜
の
敵
は
英
仏
蘇　

こ
の
闘
争
を
領
導
す
る
は
日
本
帝
国
あ
る
の
み　

中
華
新
民
会
宣
言
を
発
表
〉（
七
月
四
日
（
夕
）
一
面
）
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。

　

阿
片
戦
争
以
来
、
英
仏
は
中
国
を
軍
事
力
を
も
っ
て
屈
服
さ
せ
、
搾
取
し
て
き
た
。

ま
た
自
ら
を
優
秀
民
族
視
し
、「
黄
色
人
を
視
て
其
の
統
括
下
の
馬
牛
と
為
」
し
て
き

た
。
さ
ら
に
彼
ら
は
「
中
国
の
復
興
を
阻
止
す
」
る
た
め
「
陰
謀
術
策
」
を
用
い
、
ソ

連
は
東
亜
を
赤
化
す
る
た
め
「
中
国
に
共
産
主
義
を
宣
伝
し
殺
人
放
火
」
ま
で
行
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
英
仏
ソ
の
各
国
こ
そ
長
年
に
渡
り
中
国
を
搾
取
し
、
侵

略
し
、
残
虐
な
行
い
を
続
け
て
き
た
と
糾
弾
し
た
上
で
、「
中
華
民
国
新
民
会
」
は
日

本
に
対
し
「
前
年
盧
溝
橋
事
件
発
生
以
来
友
邦
日
本
は
最
大
の
決
意
を
以
て
興
亜
の
聖

戦
を
起
せ
り
其
の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
は
剿
共
滅
党
と
中
日
提
携
、
西
洋
勢
力
の
排
除

と
東
亜
新
秩
序
の
建
設
に
在
り
」
と
い
う
よ
う
に
西
洋
列
強
の
毒
牙
か
ら
中
国
を
守
る

「
友
邦
」
と
位
置
づ
け
る
。「
東
亜
の
強
敵
」
は
英
仏
ソ
で
あ
り
、
そ
れ
に
立
ち
向
か
っ

て
い
る
の
は
「
友
邦
日
本
帝
国
」
の
み
な
の
で
あ
る
。「
我
が
国
民
」
は
「
友
邦
国
民

と
提
携
し
興
亜
大
業
の
完
成
に
努
力
邁
進
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
日
満
支
相
提

携
し
て
欧
米
帝
国
主
義
を
排
除
し
共
産
思
想
を
根
絶
し
て
以
て
黄
色
人
種
に
加
へ
ら
れ

た
る
屈
辱
を
破
砕
し
て
一
切
を
転
換
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」。

　

こ
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
西
洋
列
強
が
こ
れ
ま
で
以
下
に
罪
深
い
行

い
を
中
国
・
東
洋
で
重
ね
て
き
た
の
か
を
強
く
論
難
す
る
記
事
・
論
説
は
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
（
７
）。
そ
の
際
に
は
瀧
川
政
次
郎
の
よ
う
な
高
名
な
学
者
に
原
稿
を
依
頼
し
、

ア
ロ
ー
戦
争
の
際
の
イ
ギ
リ
ス
の
「
暴
虐
」
に
つ
い
て
糾
弾
調
で
は
な
い
筆
致
で
の
論

稿
を
掲
載
す
る
な
ど
し
て
い
る
（
８
）。

　
註

（
１
）
天
津
租
界
封
鎖
問
題
や
そ
れ
に
端
を
発
す
る
反
英
運
動
に
つ
い
て
は
、
引
用
し
た
文
献

の
他
、
主
に
次
の
も
の
を
参
照
し
た
。
内
山
正
熊
「
天
津
英
国
租
界
封
鎖
の
契
機
」『
法
学
研

究
』
第
四
四
巻
第
三
号
、
一
九
七
一
年
三
月
、
細
谷
千
博
『
日
本
外
交
の
視
座
』
中
央
公
論
社
、

一
九
七
九
年
、
永
井
和
『
日
中
戦
争
か
ら
世
界
戦
争
へ
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
、
ア
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ン
ト
ニ
ー
・
ベ
ス
ト
（
武
田
知
己
訳
）『
大
英
帝
国
の
親
日
派　

な
ぜ
開
戦
は
避
け
ら
れ
な
か
っ

た
か
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
五
年
。

（
２
）
臼
井
勝
美
「
東
亜
新
秩
序
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
」『
中
国
を
め
ぐ
る
近
代
日
本
の
外
交
』

筑
摩
書
房
、
一
九
八
三
年
、
一
七
一
頁
。

（
３
）
玉
井
清
「
日
中
戦
争
下
の
反
英
論
―
天
津
租
界
封
鎖
問
題
と
新
聞
論
調
」『
法
学
研
究
』

第
七
三
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
、
一
九
四
頁
。
な
お
玉
井
は
引
用
部
に
続
き
、「
ま
た
、

か
か
る
運
動
と
と
も
に
国
内
に
は
反
英
気
運
が
巻
き
上
が
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
日
中

戦
争
か
ら
対
米
開
戦
に
至
る
過
程
の
中
で
日
本
人
の
対
英
感
情
を
著
し
く
傷
つ
け
悪
化
さ
せ

る
出
来
事
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

（
４
）見
出
し
に
つ
い
て
は
他
の
引
用
と
区
別
す
る
た
め
、〈
検
問
検
索
を
強
化
〉の
よ
う
に〈　

〉

を
付
し
た
。

（
５
）
戸
塚
麻
子
・
神
谷
昌
史
「『
東
亜
新
報
』
の
編
集
局
・
論
説
委
員
に
つ
い
て

―
『
東
亜

新
報
』
研
究
の
た
め
の
お
ぼ
え
が
き
」
前
掲
、
参
照
。

（
６
）
長
岡
忠
一
「
北
京
に
産
れ
た
統
制
紙　

東
亜
新
報
―
創
刊
の
経
緯
と
機
構
」『
北
支
那
』

第
六
巻
第
八
号
、
一
九
三
九
年
八
月
。

（
７
）「
わ
れ
わ
れ
東
洋
人
は
「
イ
ギ
リ
ス
病
」
に
罹
つ
て
ゐ
る
」
と
し
、
東
洋
に
お
い
て
「
イ

ギ
リ
ス
病
」
が
蔓
延
し
て
い
る
の
は
「
こ
の
世
紀
に
入
つ
て
か
ら
の
、
イ
ギ
リ
ス
の
東
洋
侵

略
が
激
烈
を
極
め
」
て
い
る
か
ら
だ
、
と
「
暴
戻
イ
ギ
リ
ス
」
の
「
東
洋
に
お
け
る
罪
悪
を

今
こ
そ
痛
烈
に
論
告
す
べ
き
」
と
す
る
〈【
論
説
】
イ
ギ
リ
ス
を
被
告
と
せ
よ
〉（
七
月
八
日
（
朝
）

一
面
）
な
ど
。

（
８
）
瀧
川
政
次
郎
〈
逐
は
れ
る
英
国　

残
す
暴
虐
の
跡
（
上
・
下
）〉（
七
月
二
・
三
日
、
各

朝
刊
二
面
）。
瀧
川
は
こ
の
論
稿
の
中
で
、
ア
ロ
ー
戦
争
の
際
「
英
、
仏
連
合
軍
は
こ
の
東
洋

美
術
の
粋
を
集
め
た
円
明
園
を
襲
撃
し
て
そ
の
襲
蔵
の
奇
器
珍
宝
を
一
物
も
剰
さ
ざ
る
程
度

に
掠
奪
さ
れ
た
」
と
し
て
い
る
。
た
し
か
に
英
仏
に
も
「
焼
く
だ
け
の
理
由
は
あ
つ
た
」
し
、

「
自
分
は
円
明
園
を
焼
か
れ
た
支
那
側
に
正
義
が
あ
る
」
と
は
考
え
な
い
が
、「
暴
を
以
て
暴

に
酬
ひ
た
」
イ
ギ
リ
ス
の
行
為
に
つ
い
て
は
「
あ
く
ま
で
こ
れ
を
非
難
し
て
よ
い
も
の
と
思
ふ
」

と
一
方
的
に
英
仏
を
非
難
す
る
形
で
は
な
く
論
を
展
開
し
て
い
る
。

　
　
三

　

先
に
み
た
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
批
判
が
決
し
て
日
本
だ
け
の
独
善
的
な
も
の
で
は
な
く
、

中
国
で
も
同
様
に
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
主
張
は
く
り
か
え
し
強
調
さ
れ
る
。

　
〈【
論
説
】
反
英
の
本
質
は
何
か
〉〉（
七
月
一
八
日
（
朝
）
二
面
）
は
、「
中
華
民
国

拒
毒
会
々
長
羅
運
炎
博
士
」
が
そ
の
著
書
『
中
国
鴉
片
問
題
』
で
「
英
国
は
支
那
侵
略

の
先
駆
者
で
あ
る
」「
英
国
は
支
那
衰
亡
の
蒔
毒
者
で
あ
る
」
と
憤
激
し
て
い
る
こ
と

の
紹
介
か
ら
は
じ
ま
り
、「
中
国
人
の
英
国
侵
略
に
対
す
る
仇
怨
は
深
刻
な
伝
統
」
と

化
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
北
京
市
教
育
局
主
催
の
中
小
学
興
亜
記
念
演
説
会
を
取
り
上
げ
た
〈
興
亜
の

意
気
に
燃
え
反
英
運
動
を
絶
叫　

肺
腑
を
つ
く
若
き
学
徒
の
熱
情　

興
亜
記
念
演
説
会
〉

（
七
月
四
日
（
朝
）
二
面
）
で
は
、「
大
中
中
学
生
胡
振
北
君
」
の
演
説
「
興
亜
と
反
英
」

が
紹
介
さ
れ
、「
租
界
を
有
す
る
こ
と
は
支
那
の
一
大
侮
辱
で
あ
り
、
興
亜
を
妨
害
す

る
も
の
は
英
国
に
し
て
こ
の
際
我
々
中
国
学
徒
は
敢
然
立
つ
て
反
英
運
動
に
邁
進
す
べ

き
で
あ
る
と
熱
弁
を
揮
ひ
特
に
青
少
年
の
肺
腑
を
つ
く
も
の
が
あ
つ
た
」
と
す
る
。
イ

ギ
リ
ス
に
よ
る
侵
略
の
結
果
、
中
国
は
租
界
と
い
う
侮
辱
的
な
領
域
を
国
内
に
抱
え
込

ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
今
こ
そ
屈
辱
を
晴
ら
し
「
興
亜
を
」
進
め
る

た
め
に
「
反
英
運
動
に
邁
進
す
べ
き
」
だ
と
主
張
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
の
東
洋
に
お
け
る
歴
史
的
な
「
罪
悪
」
に
つ
い
て
共
通
認
識

を
持
つ
日
本
と
中
国
は
、
現
在
の
中
国
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
問
題
に
つ
い
て
も
同
じ

よ
う
に
共
有
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
「
相
変
ら
ず
白
人
種
優
越
の
旧
観
念

に
立
ち
東
洋
を
自
国
の
植
民
地
視
し
て
ゐ
る
と
断
じ
て
よ
ろ
し
」
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
独

善
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
断
じ
て
粉
砕
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
（
１
）。

　

イ
ギ
リ
ス
の
「
独
善
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
を
「
粉
砕
」
し
、「
植
民
地
視
」
さ
れ
る
こ

と
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
歴
史
認
識
に
お
い
て
も
現
状
認

識
に
お
い
て
も
、
ま
た
利
害
関
係
も
共
通
し
て
い
る
日
本
と
中
国
が
連
携
協
力
し
、
東

亜
新
秩
序
を
建
設
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
さ
れ
る
。

　

七
月
四
日
付
夕
刊
で
は
、
天
津
租
界
問
題
が
東
京
で
の
日
英
会
談
で
の
解
決
に
移
っ
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た
こ
と
に
関
す
る
臨
時
政
府
と
北
支
那
方
面
軍
の
各
声
明
は
、「
日
支
両
当
局
が
完
全

に
一
致
し
た
方
針
を
以
て
問
題
解
決
に
臨
む
べ
き
を
重
ね
て
闡
明
し
た
」
と
述
べ
て
お

り
、
天
津
租
界
封
鎖
問
題
に
つ
い
て
日
本
と
中
国
の
方
針
が
一
致
し
て
い
る
と
し
て
い

る
。
日
中
の
方
針
一
致
と
は
租
界
問
題
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、「
天
津
問
題

は
日
支
完
全
一
体
と
な
り
東
亜
の
新
秩
序
建
設
に
反
対
す
る
行
為
を
排
除
す
る
の
態
度

を
明
か
に
し
た
も
の
」
と
し
て
い
る
（
２
）。

　

東
亜
新
秩
序
建
設
は
日
中
両
国
民
に
と
っ
て
最
良
の
方
針
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
阻
害

し
て
い
る
の
が
イ
ギ
リ
ス
で
あ
り
、
中
国
に
あ
っ
て
は
重
慶
国
民
政
府
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
程
錫
庚
暗
殺
事
件
が
天
津
租
界
封
鎖
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
の
も
、
国
民
政
府
系

の
容
疑
者
を
イ
ギ
リ
ス
租
界
当
局
が
引
き
渡
し
を
拒
絶
し
た
こ
と
が
要
因
な
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
は
中
国
に
お
け
る
自
ら
の
地
位
や
利
権
を
守
る
た
め
、
重
慶
政
府
を
援
助
し

て
い
る
。
英
仏
は
「
既
に
支
配
力
を
失
つ
た
重
慶
政
府
に
対
し
て
依
然
と
し
て
主
権
を

認
め
そ
の
援
助
を
続
行
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
３
）。
し
か
し
重
慶
政
府
は
財
政
的
窮

乏
と
軍
事
面
で
の
危
機
的
状
況
と
に
よ
り
「
統
制
力
の
弛
緩
を
招
来
し
」
て
い
る
（
４
）。

「
今
や
全
く
自
力
を
喪
失
し
た
蒋
政
権
の
抗
日
政
策
は
、
依
然
列
国
の
援
助
強
化
と
対

日
共
同
制
裁
誘
致
を
泣
訴
す
る
対
外
依
存
よ
り
一
歩
も
出
る
」
こ
と
が
で
き
て
い
な
い

（
５
）。
イ
ギ
リ
ス
は
重
慶
政
府
を
援
助
し
、
ま
た
「
抗
日
共
産
分
子
を
支
援
指
導
し
」

続
け
て
い
る
（
６
）
が
、
現
在
「
天
津
に
政
治
支
配
権
を
有
す
る
」
の
は
臨
時
政
府
の
方

で
あ
り
（
７
）、
日
本
と
臨
時
政
府
と
は
一
致
協
力
し
、
東
亜
新
秩
序
の
建
設
に
邁
進
す

べ
き
と
さ
れ
る
。

　
註

（
１
）〈【
論
説
】
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
独
善
を
粉
砕
す
べ
し
〉（
七
月
五
日
（
朝
）
一
面
）。
こ

の
論
説
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
「
自
国
に
反
逆
す
る
テ
ロ
犯
人
」
へ
の
対
応
は
「
正
義
人
道
を
無

視
し
暴
戻
飽
く
な
き
も
の
」
と
し
、
英
国
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
強
く
非
難
し
て
い
る
。

（
２
）〈
英
に
強
烈
な
刺
激　

日
支
一
致
の
租
界
声
明
〉（
七
月
四
日
（
夕
）
一
面
）。

（
３
）
同
前
。

（
４
）〈
重
慶
政
府　

危
機
愈
よ
深
刻　

数
ケ
月
内
に
大
局
転
換
か
〉（
七
月
九
日
（
朝
）
一
面
）。

（
５
）〈
和
平
運
動
の
脅
威　

東
京
会
議
に
も
危
惧
焦
燥
〉（
七
月
九
日
（
朝
）
一
面
）。

（
６
）〈
匪
団
を
暗
に
煽
動　

英
東
京
会
談
に
備
へ
て
不
遜
の
行
動
〉（
七
月
五
日
（
朝
）
一
面
）。

（
７
）〈
英
に
強
烈
な
刺
激　

日
支
一
致
の
租
界
声
明
〉
前
掲
。

　
　
四

　

天
津
租
界
封
鎖
問
題
に
関
す
る
東
京
会
談
が
近
付
く
に
つ
れ
、『
東
亜
新
報
』
紙
面

で
は
天
津
や
北
京
そ
の
他
華
北
の
様
々
な
都
市
で
決
議
や
示
威
行
動
が
行
わ
れ
た
と
い

う
報
道
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
「
気
運
」
は
華
北
だ
け
で
な
く
中
国
中
に
広
が
っ
て
い
く

（
１
）。

　

東
京
で
の
有
田
・
ク
レ
ー
ギ
ー
会
談
が
行
わ
れ
た
七
月
一
五
日
の
朝
刊
一
面
で
は
〈
打

倒
英
国
・
興
亜
の
癌
！　

反
英
・
北
支
に
爆
発
〉
の
大
き
な
見
出
し
が
躍
り
、
一
七
日

朝
刊
一
面
で
は
会
談
を
受
け
て〈
英
極
東
政
策
の
暗
礁　

西
力
東
漸
の
旧
夢
を
打
破
れ
！　

権
益
の
北
支
閉
出
し
〉
と
し
て
租
界
問
題
は
す
で
に
そ
の
範
囲
を
超
え
、「
打
倒
英
国
」

に
発
展
し
て
い
る
の
だ
と
説
い
て
い
る
。
会
談
の
内
容
は
必
ず
し
も
重
視
さ
れ
ず
、
ど

の
よ
う
な
結
末
に
な
っ
た
と
し
て
も
イ
ギ
リ
ス
を
打
倒
し
、
日
中
提
携
し
て
東
亜
新
秩

序
建
設
に
邁
進
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
連
日
報
道
さ
れ
て
い
る
（
２
）。

　

と
は
い
え
会
談
の
成
り
行
き
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
交
渉
に
つ

い
て
は
「
老
獪
、
硬
軟
」
と
評
し
て
い
る
（
３
）。
ま
た
「
現
在
は
、
日
本
と
支
那
と
の

反
英
運
動
に
、
緊
密
な
結
び
つ
き
が
な
い
、
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
重
大
な
欠
点
を
指
摘
す

る
こ
と
が
出
来
る
」
が
、「
日
本
の
も
つ
反
英
意
識
と
、
支
那
の
も
つ
反
英
感
情
の
二

つ
が
一
つ
に
な
る
こ
と
は
、
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
」
と
し
て
「
反
英
戦
線
を
統
一
せ

よ
！
」
と
主
張
し
て
い
る
（
４
）。「
反
英
戦
線
を
統
一
」
し
て
イ
ギ
リ
ス
を
「
駆
逐
」
す

る
こ
と
に
よ
り
、「
東
亜
新
た
な
り
」
と
東
亜
の
新
秩
序
建
設
を
高
唱
し
て
い
る
の
で

あ
る
（
５
）。

　

玉
井
清
は
同
じ
時
期
の
日
本
の
新
聞
を
検
討
し
、「
新
聞
は
こ
れ
を
積
極
的
に
報
道

し
協
力
す
る
こ
と
を
通
じ
反
英
気
運
を
国
内
に
巻
き
上
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
国
内
の



18

反
英
世
論
の
盛
り
上
り
に
つ
い
て
、
新
聞
は
、
支
那
事
変
以
来
二
年
間
に
わ
た
り
〔
中

略
〕
第
三
者
の
如
き
観
察
を
し
て
い
た
。〔
中
略
〕
反
英
気
運
高
揚
の
た
め
の
紙
面
づ

く
り
は
、
反
英
大
会
や
陸
軍
の
主
張
の
報
じ
方
を
通
じ
て
見
た
よ
う
に
、
圧
力
に
よ
り

不
承
不
承
行
わ
れ
た
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
こ
れ
を
先
導
し
主
導
す
る
、
自
発
的
能
動

的
側
面
が
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
６
）。『
東
亜
新
報
』
の
天
津
租
界
封
鎖
問
題
報
道

も
ほ
ぼ
同
じ
指
摘
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
認
識
や

日
中
提
携
、
東
亜
新
秩
序
建
設
な
ど
に
関
す
る
報
道
に
つ
い
て
は
次
の
課
題
と
し
た
い
。

　
註

（
１
）
七
月
八
日
（
朝
）
一
面
に
は
、〈
反
英
の
狼
火
各
地
に
揚
る
〉〈
排
英
滅
共
の
叫
び　

中

支
で
は
デ
モ
敢
行
〉〈
回
教
徒
起
つ　

石
家
荘
で
反
英
大
会
〉〈
蒙
彊
に
〝
燎
原
の
火
〟
敵
性

行
動
の
根
絶
を
期
す
！
〉、
九
日
（
朝
）
一
面
で
は
、〈
天
津
で
最
高
潮
〉〈
厚
和
で
決
議
〉〈
台

湾
で
も
気
勢
挙
ぐ
〉〈
英
人
と
接
触
せ
ず　

河
南
の
民
衆
断
行
！
〉〈
危
く
衝
突
！　

上
海
仏

租
界
我
に
戦
挑
敵
態
度
〉、
二
面
で
は
〈
大
陸
の
四
億
も　

反
英
へ
根
強
き
歩
み
〉
と
い
っ
た

勇
ま
し
い
見
出
し
が
躍
り
、
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）〈
要
は
「
新
秩
序
の
建
設
」　

飽
ま
で
大
乗
的
見
地
で
対
処
〉（
七
月
二
六
日
（
朝
）
一
面
）。

（
３
）〈
英
国
は
東
亜
を
喰
ふ　

老
獪
、
硬
軟
二
様
の
触
手　

東
京
会
談
は
何
処
へ
行
く
〉（
八

月
四
日
（
朝
）
一
面
）。

（
４
）〈【
論
説
】
反
英
戦
線
の
統
一
〉（
八
月
七
日
（
朝
）
一
面
）。

（
５
）〈
英
を
駆
逐
し
て
、
東
亜
新
た
な
り
〉（
八
月
六
日
（
朝
）
一
面
）。

（
６
）
玉
井
清
「
日
中
戦
争
下
の
反
英
論
―
天
津
租
界
封
鎖
問
題
と
新
聞
論
調
」
前
掲
、
二
二

七
―
二
二
八
頁
。

　

本
研
究
は
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
日
中
戦
争
期
華
北
の
未
公
開
資

料
の
調
査
・
公
開
と
総
合
的
研
究
」（
課
題
番
号
２
１
Ｋ
０
０
３
１
５
）（
代
表
者
・
戸

塚
麻
子
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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